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特別損失の計上

 

当社は、平成 28 年３月期

といたしましたので、お知らせいたします。

 

 

１．特別損失の内容 

  当社は、平成 25 年６月

ャンダイジングシステムの導入を進め活用してまいりましたが、

制の見直し、当該システムの保守

用するメリットが少ないと判断し、今後の業務において当該システムを活用しないこと

とし除却することといたしました。

する予定であります。 

 

２．今後の見通し 

  今回の特別損失の計上が平成

ましては、公表している業績予想

すが、今後、公表すべき事実が発生した場合は速やかに公表いたします。

年３月期第２四半期決算短信については、平成

ます。 
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特別損失の計上に関するお知らせ 

３月期第２四半期において、下記のとおり特別損失を計上すること

といたしましたので、お知らせいたします。 

記 

月から商品化計画及び販売動向の分析精度向上のためのマーチ

ャンダイジングシステムの導入を進め活用してまいりましたが、その後の

、当該システムの保守にかかるコスト等を勘案した結果、当該システムを活

用するメリットが少ないと判断し、今後の業務において当該システムを活用しないこと

とし除却することといたしました。これにより固定資産除却損として

今回の特別損失の計上が平成 28 年３月期の連結業績に及ぼす影響は

公表している業績予想の数値に影響を及ぼすものではないと判断しておりま

今後、公表すべき事実が発生した場合は速やかに公表いたします。

年３月期第２四半期決算短信については、平成 27 年 11 月 12 日に発表する予定であり

平成 27 年 10 月 22 日 

夢 展 望 株 式 会 社 

 岡  隆 宏 

3185  東証マザーズ） 

 阪 田  貴 郁 

TEL. 072-761-9293） 

において、下記のとおり特別損失を計上すること

から商品化計画及び販売動向の分析精度向上のためのマーチ

その後の商品化計画体

当該システムを活

用するメリットが少ないと判断し、今後の業務において当該システムを活用しないこと

これにより固定資産除却損として 12 百万円を計上

年３月期の連結業績に及ぼす影響は、現段階におき

に影響を及ぼすものではないと判断しておりま

今後、公表すべき事実が発生した場合は速やかに公表いたします。なお、平成 28

日に発表する予定であり

以上 


